




小児のネフローゼ症候群の約 20%の症例は,ステロイドによる治療に反応しないといわれ

ている。このステロイド抵抗性ネフローゼ症候群には,原発性腎疾患によるもの,および続

発性腎疾患によるものなど,いろいろな病型があり,その治療も大々に適した方法を用うる

必要があり,その実態を明かにすることは重要である。過去 15年間に経験した 108 例の小

児ネフローゼ症候群のうち,ステロイド治療に反応しなかった 27 例の臨床所見,並びに病

理学的所見について報告する。 


